
市⾧メッセージ（令和３年５月 10 日） 

 

連日の報道等によりご心配をおかけしております新型コロナウイルスワクチン

については、連休中に国から、従来よりも前倒しで供給する見通しが示されまし

た。 

これにより、ワクチン接種の体制・スケジュールを見直します。まずは、医療従

事者へのワクチンを急がなくてはなりません。本市では３月５日に市立病院で

医療従事者へのワクチン接種が始まり、現時点で市内医療従事者約６０００人

の対象者のうち、約４０００人に接種しており、今月中に接種を完了させたいと

思います。 

高齢者については、感染した場合の重症化やクラスター発生リスクを考慮し、高

齢者施設に入所されている方とその施設の従事者を優先して４月 26 日に接種を

開始しており、約５０００人の対象のうち現時点で接種準備が整った施設に約

２０００人分のワクチンを供給し、接種を行っております。 

医療従事者と高齢者施設を合わせ、今月中に概ね１万人へ接種が完了できるよ

う取り組んでまいります。 

 

 



また、本市としては、副反応情報なども含めてワクチン接種に関する不安を減ら

して円滑な接種を進めるため、施設入所者以外の高齢者については、ご自身の体

調をよく承知されているかかりつけの医療機関での接種を主体に考えており、

医師会会員が所属する１３３の医療機関のうち、９０程度の医療機関にワクチ

ン接種へのご協力をいただくことになっております。具体的な医療機関名や予

約方法などについては、5 月 14 日にホームページ等でお知らせする予定です。 

 

なお、６月中旬予定と、これまでお知らせしていた接種開始時期を、５月中に接

種開始ができるよう、医師会をはじめとする関係機関と調整しているところで

すので、詳しい日程が決まりましたら、速やかにお知らせいたします。 

 

最後になりますが、市民、事業者の皆様及び医療従事者をはじめとするエッセン

シャルワーカーなど関係各位のご努力により、小田原市を含む県西部は感染拡

大が抑えられておりますが、この週末には新規感染者数が増加している状況な

どを踏まえ、引き続きの感染防止対策をお願いいたします。 
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